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1.はじめに

中国には「食は人の最も重要なものであ

る。」という古い諺がある。中国の厨房（K）

と食堂（D）は、古くから住宅の中で重要な

役割を果たしてきました。 中国の集合住宅

におけるこれら2つの空間が形成する複合空

間「庁」については、日本の論文も詳細な研

究を行っている。友清は「庁型住宅の発展過

程と庁の役割」で戦後の中国における庁の出

現、発展過程、および役割をまとめ 1)、上北

は「中国の集合住宅における食事空間の考

察」で食事空間としての庁の役割と発展につ

にてまとめ 2)ている。その研究のほとんどは

中国の北京周辺に集中しており、研究結果は

中国北部のみに当てはまる。しかし中国は広

く、地域に差がある。文化、気候、食生活な

どのさまざまな理由から、中国南部の集合住

宅の Dと Kは異なる特徴を持ったものになっ

ている。

本研究では、中国の南北集合住宅の D と K

の特徴の差に焦点を当て、その理由を考察す

る。

2.調査方法

本研究では、中国の都市の中から、北部と

南部の比較をするために広州と北京の2つの

都市（図 1）を代表に選び、広州と北京の集

合住宅作品を中国の建築雑誌（「建築学報」，

「建築士」）、インターネット上の論文検索

サイト知网から平面とデータをばっすいし

て、D と K 空間の特徴を調査した。調査範囲

と調査対象は、広州と北京で過去 20 年間に

竣工した集合住宅プロジェクトである。

図 1中国の都市位置

3.D と K について

本研究ではDの面積、比例、様式を調査して、

Kの面積、仕切り、比例、様式を調査して、そ

して特徴と区別を明らかにする。

4. 調査結果

4.1 K の仕切り

今回の調査によると、広州の集合住宅の半

数のキッチンには仕切りがなく、北京の集合

住宅のキッチンはすべて仕切りがある。

これには下記の 3 つの理由が考えられる。

①広州のユニット面積は比較的小さいた

め、内部空間を使いやすくするにオープンキ

ッチンが必要であること。

②広州は香港からの屋台文化を持ってい

るため、広州は路上の屋台で食事をする頻度

が非常に高く、家庭で料理をする頻度は比較

的低いこと。

③広州の郷土料理は蒸し料理、煮物、スー

プ料理が中心で、全体的に軽食である。 調

理中に発生する油煙は比較的少なく、油煙を

隔離するためにキッチンを完全に密閉する

必要がないこと。

4.2 K の平均面積

今回の調査によると、広州の平均 K 面積は

4.5 ㎡、北京の平均 K 面積は 9.3 ㎡と、北京
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のキッチン面積は広州の2倍近くとなってい

る。

その理由は下記のように考えられる。

①北京のユニット面積が広く、それに応じ

てキッチンの面積も増加する。同時に、北京

のキッチンは密閉されたキッチンであり、複

雑な調理には広いエリアの方が便利である

こと。

②北京には友人を自宅の夕食に招く伝統

があり、友人たちは通常キッチンに入り、家の

主人とおしゃべりする。したがって、キッチン

エリアが広いと、友達がキッチンでおしゃべり

したり、手伝いをしたりすること。

③北京の調理法は炒めたり揚げたりすること

が多く、油煙が多く発生すると同時に、複雑で

狭い厨房では操作が困難な料理が多い。キッチ

ンエリアはより広くなり、より換気されること。

4.3 D の平均面積

今回の調査によると、広州の平均 D 面積は

6.5 ㎡、北京の平均 D 面積は 13.5 ㎡と、北京

の D 面積は広州の 2 倍近くとなっています。

その理由は下記のように考えられる。

①広州は屋台文化が豊かで、友たちの招待

は屋台や小さなレストランが多く、食堂は主

に家族内で利用される。北京では家族の人が

多く、自宅で来客をもてなすことに慣れてい

るため、来客をもてなすにはより大きな食堂

が必要です。

②広州の住宅の食堂は、リビングルームと

玄関に密接に接続されています。 目的は屋

内面積を節約し、屋内体験を増やする。北京

の住宅には、食堂とリビング ルームを区切

る通路があり、2 つの異なるエリアを形成す

る。

5.まとめ

広州の D&K モデルは、独身者や 2～3 人の

核家族に適しており、補助的に自炊し、残り

の食事のほとんどは道端の屋台、レストラン、

テイクアウトで賄っている。 北京の D&K モ

デルは依然として伝統的なもので、大家族が

1 つの家に住み、毎日の食事は主に自炊であ

る。

近年、中国では少子化が進んでおり、今後

は単身者や2人だけの家族が主流になってい

くと思いますが、同時に中国のテイクアウト・

総菜産業の発展により、伝統的な厨房は本当

に徐々に簡易化と考えられる。広州モデルの

D&Kは徐々に中国の集合住宅の主流になる可

能性があり、キッチンスペースは簡単調理や

総菜加熱を行う場所になることが考えられる。

そこで、キッチンや食堂の機能が徐々に変わ

りつつある現状に適応した、集合住宅の新た

な平面構成を探していきたいと考えている。
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表 1.広州と北京の集住プランのデータ
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